
カードを触ってお待ち下さい。
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青森大学 社会学部 教授

佐藤 淳

「対話する議会・議員」を目指して
～ 「SOUNDカード 」の議会における活用法 ～



自己紹介 佐藤淳 57歳

趣味：楽天
・Gallup認定 ストレングスコーチ
・GIALジャパン認定 アクションラーニングコーチ
・レゴⓇシリアスプレイ® 修了認定ファシリテーター
・SOUNDコーチ養成講座初級・中級修了



✓ 地方自治体の人材開発、組織開発
✓ 地方議会改革
✓ 市民協働、公民共創のまちづくり

私の研究、実践テーマ

福島県二本松市議会×高校生青森市役所 総合計画市民ワークショップ

最近は、全国で
「SOUNDカード 」やりまくり！！

【議会アドバイザー】岩手県滝沢市議会、遠野市議会、矢巾町議会、山形県酒田市議会、
宮城県登米市議会、柴田町議会、鹿児島県知名町議会

【議会サポーター】北海道芽室町議会



今年１月には 郡山市議会でも 「郡山市議会」について



４月には 相馬市議会でも 「公立相馬病院の経営状況」について



岩手県矢巾町議会「町民と語る議会フォーラム」
議会のあり方・

議員報酬・議員定数



【 before 】議会フォーラムの町民の意見



【 after 】町民の意見を生成AIで分析 ＊NotebookLM



議会だよりの佐藤のコメントも



ご安心ください

最後に発表ありません
ファシリテーションのスキルは不要です



本日のお品書き

◇ チェックイン
＊ホテルにチェックインする様に、

研修に参加する今ここの気持ちを確認し合います。

＊ホテルのチェックアウトの様に、

研修での気付きを振り返ります。

・「いわき市議会のありたい姿」について

・「いわき市議会の議員定数」について

◇ 「対話する議会・議員」とは

◇ 【演習】SOUNDカード

◇ チェックアウト

◇ 「SOUNDカード」の練習

◇ 「議会と生成AI」



・「今の正直な気持ち」
・「気になっていること」

をありのままに、
一人１分程度でお話し
下さい。

チェックイン



カードを２～３枚
手に取ってみて下さい



場の活性化を促す「言える化ツール」
どんな話題でも、メンバーでも「対話」が可能

「対話」の補助ツール「SOUND カード 」



「対話」の補助ツール「SOUND カード 」



Step1 Status

SOUNDセッションの流れ ＊想いが響き合う

Step2 Outcome

Step3 Understand

Step4 Negative Check

Step5 Drive

懸念事項の確認

現状認識の共有

ビジョンの共創

課題の深堀り

具体策の決定

気になっていることや
問題意識を共有して
話しやすい場を創ろう

いきなり解決に走らず、
「本当にありたい姿」
「何を大切にするか」
を話そう

「ありたい姿」に辿り
つけるためのカギを
見つけよう

「先ずやってみよう」
と思えることを決めよ
う。

進むことの「気掛か
り」や抵抗を洗い出し
ておこう。



「SOUND カード 」には「問い」が書かれています

「SOUNDカード 」には、それぞれ違った「問い」が書かれています。



〈アジェンダ〉

「最近の仕事以外の
私の話し」 について

ウオーミングアップ



□ アジェンダについて話したいと思う「問い」を立って
各自１枚ずつ選び、選んだら座る。

□ 話し手は、先ず「問い」を読み上げ、その後、１分程度
で「問い」に対する答えを述べる。

Step１ Status 現状認識の共有（6分）

□ 聴き手は、静かに耳を傾けて、話を聴く。

□ 一巡したら、自由に浮かび上がったことを「対話」する。

□ 発表の順番を決める。

アジェンダ「最近の仕事以外の私の話し」について



「SOUND カード 」の効果

全員が話せる

じっくり話を聴ける

「問い」がきっかけで
深い「対話」が始まる



「ファシリテーションの民主化」



「議会と生成AI」

「議会と生成AI」



生成AI どのくらい使ってますか？ ＊NotebookLM



こんなことも出来ます ＊ChatGPT（GPTImage1.5）



「熊問題」 2026.05.15 河北新報



「熊問題」について生成AIに考えてもらいました

【ビジョン】

「人と熊が無用に出会わない
里山を再生し、安全と自然
が両立する地域」

熊問題について、登場人物を６人設定
（農家、主婦、自治体担当者、猟友会
メンバー、研究者、擬人化した熊）し、
対話をしてください。

【アクションプラン】
①緊急対応：出没時の即時対応と住民の安全確保
②被害軽減：電気柵・集落周辺の環境管理の強化
③里山再生：森林整備・放棄地管理・山のエサ資源
回復

④ハンター支援：若手育成・捕獲体制の持続性
⑤科学的データに基づく地域管理
⑥地域ぐるみの“里山協議会”の設置（自治体＋住民
＋農家＋研究者＋狩猟者）

＊ChatGPT



「生成AI」が地方議会にもたらす ３つの未来シナリオ

シナリオ 1 シナリオ 2 シナリオ 3

生成AIを使って議員の質問作りや調査の
効率を上げるだけではなく、住民の声を
深く理解し、より良い政策を作るために
活用される。

生成AIを便利な道具としてだけ使い、スピー
ドや効率ばかり重視してしまうと、議員の
仕事が、「AIが作った原稿を読む」だけに
なり、住民の声が置き去りになる。

「議会の伝統が大事だ」、「AIなんて
信用できない」として、生成AIを使わず
に運営を続けた結果、社会全体が変化する
中で、議会だけが時代に取り残される。

○議員がAIを使って、膨大な資料を整理したり、論点
を分かりやすくまとめる。

○市民の意見をAIで分析し、議会で取りあげるべき
テーマを見つけ出す。

○会議録等の記録をAIが要約し、誰もが読みやすくなる
ことで、議会の「見える」が進む。

○AIと議員、住民が一緒に考えることで、「自分たち
の町をどうしたいか」という根本的な問いに向き合う。

○一部の議員だけがAIを使いこなし、他の議員との「情報
格差」が広がる。

○質問の中身が浅くなり、「なぜそれを聞くのか？」という
本質的な問いがなくなる。

○市民との対話が減り、「議会は自分たちと関係ない」と
思われる様になる。

○議会全体が「AIで作った書類を読み上げる場」になって
しまい、信頼を失う。

○他の議会がAIで効率化、政策立案がが実践される中、
非効率が続く。

○議会のやり方が古臭く感じられ、市民の関心からズレ
ていく。

○議会の負担が減らず、議員のなり手不足が進む。
○議会をどう変えるかの議論が起きず、 マンネリ化、
形骸化が進む。



「シナリオ１」

生成AIを使って議員の質問作りや調査の
効率を上げるだけではなく、住民の声を
深く理解し、より良い政策を作るために
活用される。



「シナリオ２」

生成AIを便利な道具としてだけ使い、スピー
ドや効率ばかり重視してしまうと、議員の
仕事が、「AIが作った原稿を読む」だけに
なり、住民の声が置き去りになる。



「シナリオ３」

「議会の伝統が大事だ」、「AIなんて
信用できない」として、生成AIを使わず
に運営を続けた結果、社会全体が変化する
中で、議会だけが時代に取り残される。



「生成AI」時代の議員に求められる３つの役割 ＊NotebookLM



〈アジェンダ〉

「生成AI」 について

ウオーミングアップ



□ アジェンダについて話したいと思う「問い」を立って
各自１枚ずつ選び、選んだら座る。

□ 話し手は、先ず「問い」を読み上げ、その後、１分程度
で「問い」に対する答えを述べる。

Step１ Status 現状認識の共有（１０分）

□ 聴き手は、静かに耳を傾けて、話を聴く。

□ 一巡したら、自由に浮かび上がったことを「対話」する。

□ 発表の順番を決める。

アジェンダ「生成AI」について



「生成AI」活用における現実的な役割分担
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